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仏 典 の 中 の 樹 木
-そ の 性 質 と 意 義- (1)




























































ア シ ョ カ SaracaindicaL (A岳oka)
インドボダイジュ FicusreligiosaL.(Bodhi)
サ ー ラ ShorearobsiaGaertn.(S豆1a)
の3樹種である｡アショカは釈迦の生誕,結婚に,インドポダイジュはその成道 (悟りをひらくこと)に,
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さて上述したように学林樹木としてほ筆者はタマリンドよりもむしろ







デ イ コ EryihrinaindicaL.(Man(ほrava)
大 デ イ コ 〟 (Mah云man(ほrava)
マンジュシャカ ? (Ma五jushaka)
大マンジュシャカ 〟 (Mah云ma‡ijushaka)






























木 材 研 究資料 第6号 (1972)
典Ⅰ)では
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ヴ ァ タ (Vata)

























































赤 栴 檀 (Candana)
優 姦 羅 華 (Utpala)
末 利 華 (Mallaka)
闇 浮 果 (Jambu)
ク マ - ラ
ア
カーラアヌサ-1)ソ (Kalanus豆rin)



































薫 陸 香 樹 (Kunduru(ka)) Bosweliathrifera? 樹皮から柔かい,芳香をもつ樹脂を分泌する｡こ
れを乳香 olibanum という
兜 楼 婆 (Turuska) olibanum のこと
畢 力 迦 (Seph豆lika) NycianthesArbor-tristisL･花に芳香あり
沈 水 (Agaru) 前 出





























































写真2 ShorearobustaGaertn.沙羅双樹 写真3 StewartiaPseudo-CameliaMax.




















ShoreaobtusaWal.は Burmasalと呼び,亘-ラによく似た材でタイではテン (teng), ビルマでは














































る｡ またシェラック樹脂を分泌するラック虫がよく寄生する｡ インドでは材を pipolと呼び,灰色をして
軽軟,気乾比重0.55位で箱物や農器具用材に適するが本来神聖樹としてあまり利用しないo木はこれを材と
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喬木である｡葉は卵形,直径 1-ノ2cm の球形の実が沢山なるが普通食用にはならない｡ 樹幹完満,枝葉繁
茂してよい縁蔭樹となり,インドでは豊穣と長寿と神聖のシンボルとされている｡枝から多数の気根を出し
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一般にパルミラヤシ (palmyrapalm)と呼ばれるが, ビルマではタン (tan)または トディ (toddy)
とよび,インド,セイロン, ビルマからマライにかけて, ココヤシ CocosnuciferaL.に次ぐ重要なヤシ











































































































































































































12) シ ･.Jソー DalbergiaSissooRoxb･Sil岳apaF舎婆 (F満智,申恕)樹,印度黄檀
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シッソーは高さ25-30m, 直径 70-80cm に達する落葉樹で, 葉は3-5葉の複葉であるo仏典のご




13) ヒマラヤシダー CedrusDeodaraLoud･Devadaru,雪松 (木権,天木香樹)
法華経方便品第2に
























14) チ ー ク TectonagrandisIJ･f.S豆ka,直樹,柚木
仏典にはそうたびたびは出てこないが,長阿含経阿摩尽経第1での釈迦の話によると,育,声摩という大
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インドネシャ産が これに次ぐといわれている｡インド産はやや色調がこいが,木理がきれいだともいう｡
Sissooと共に吸脱湿速度の遅い材で,この点も家具材としてすぐれている｡
インドでは teak,ビルマでは kyunと呼びその蓄積は世界一といわれる｡ タイ国でも Shoreaにつぐ主
要樹種である｡
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